
水道施設更新計画策定
（更新計画見直し）
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水道事業サイクル
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１．更新計画～フォローアップ～更新見直しまで
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２．更新計画策定（更新計画見直し）
事業計画年次



２．更新計画策定（更新計画見直し）

更新計画見直しの趣旨
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●令和２年度 更新計画見直し

・厚田・浜益区の施設統廃合の検討結果を反映
・更新優先順位や更新価格を見直し

・厚田・浜益区の施設更新を考慮し、平成29年度に
施設統廃合などを含めた検討を実施

・物価上昇による工事価格の高騰
・管路更新の進捗率の遅れ

適切な時期での更新のための費用算出
年間３億８０００万円→？？？



３．更新見直し『施設』
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給水量に見合った
更新方法の検討

浜益地区
との統合

老朽化のため
大規模更新

老朽化のため
大規模更新

（1）浄配水場施設統廃合計画
〇実田取水施設及び実田浄水場は、
浜益地区との統合を行う。

（増圧ポンプ場の整備）
〇給水量に見合った濃昼浄水場の
更新方法の検討が必要。

（2）施設老朽化による大規模更新
〇幌送水ポンプ場
〇厚田取水施設



施設優先順位
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施設名称
更新順位

H28 R2
厚田浄水池兼配水池 2 1
厚田取水施設 22 2
幌送水ポンプ場 4 3
濃昼浄水場兼配水池 3 4
八幡配水場 7 5
望来配水池 8 6
聚富配水池・ポンプ場 9 7
生振配水場 10 8
高岡配水場 11 9
幌配水池 12 10
幌量水器室 13 11

発足配水池 14 12
望来送水ポンプ場 15 13
聚富送水ポンプ場 16 14

発足送水ポンプ場 17 15
浜益浄水場兼配水池 5 16

施設名称
更新順位
H28 R2

浜益取水施設 23 17
管末水質計測器 26 18
花川北配水場兼配水池 1 19
新港中央配水場兼配水池 27 20
実田浄水場兼配水池 6 －
実田取水施設 24 －
濃昼取水施設 25 －

古潭配水ポンプ場 18 －

嶺泊配水ポンプ場 19 －

北都増圧ポンプ場 20 －

チニタ増圧ポンプ場 21 －

※花川北配水場は更新済み
※浜益浄水場は耐震化と合わせ前倒しで更新

厚田取水施設は老朽化のため
優先順位を大幅UP！！

実田浄水場・取水施設は浜益系統
と統合のため更新しない

小規模施設のため修繕で対応する

コスト
DOWN



５．更新価格の見直し
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施設機器更新価格
〇平成22年に設定した基準単価（資産価格）と物価変動率（デフレーター）
を用いて計画していましたが、実際は動力配線、既設盤の機能増設等に
より、予定価格を上廻る結果となり、管路更新が遅れる状況となりました。
これを踏まえ、機器更新においては、取得価格に付属費用を考慮しました。

付属費用の割増しは、過年度実績の各設備別（自家発電設備、受変電設備、ポンプ設備）
の平均値を採用しています。



管路更新価格
〇平成22年ではモデル管路により事業費を算出しています。
しかし、モデル管路による価格は、地域（各地区の現場状況）により異

なることから、平成23年に発刊された参考文献である「水道事業の再構
築に関する施設更新の手引き 厚生労働省」に準じ、更新価格の変更を
行います。
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「水道事業の再構築に関する施設更新の手引き 厚生労働省」では、「平成23年度 水道
事業の再構築に関する基礎調査等業務委託」を行い、施設別工事実績調査の結果を基に、
統計的に取りまとめた全国平均的な概算工事費用を示しています。

過年度実績
値との価格
設定の妥当
性を確認



６．管路更新進捗率
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平成22年の計画延長に対して、実施延長での更新率（2019
年まで）は、23.4％である。しかし、計画において2019年まで
の更新延長は、45.0％であり、管路更新事業が遅れている
状況となっています。

R1現在
更新率

H22計画
更新率

23.0％ 45.0％

施設更新費用が予定価
格を上回った結果、管路
更新の費用を圧迫
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R2見直し
R３～R14（12年間）

H28フォローアップ
H29～H44（16年間）

管路更新費用
事業費 2,230,000

（千円）
2,160,000

（千円）
単年度当り 186,000 135,000

施設更新費用
事業費 2,690,000

（千円）
3,590,000

（千円）
単年度当り 224,000 224,000

耐震化計画費用
事業費 －

（千円）
321,000

（千円）
単年度当り － 21,000

事業費計
事業費 4,920,000

（千円）
6,071,000

（千円）
単年度当り 410,000 380,000

７．計画事業費

※耐震化計画費用については、R2年度で浜益浄水場の耐震化工事の完
了により終了



●計画事業費（フォローアップ時と今回の比較）
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施設更新は、「平成29年度 浄配水場更新基本計画」により事業費を削減

していますが、物価上昇により相殺され事業費は同額。
管路更新は、事業の遅れにより更新費用を増加。

施設更新
年間事業費

224,000（千円）
同額

施設更新
年間事業費

224,000（千円）

コスト
UP

51,000（千円）

管路更新
年間事業費

135,000（千円）

管路更新
年間事業費

186,000（千円）

H28フォローアップ時 R2見直し時

実田地区の
統合計画に
よる事業費
削減の効果

更新延長が
計画より遅
れているた
め増額

・施設更新は同額となったが、管路更新は51,000千円の増額
・年間工事１～２本分の増加となるが、現人員での対応は可能
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